
 

 

 

  Ｍｇ－ＴＤ－ｓｐｌｉｔの 

  入力極点図範囲によるＮＴＥＸＯＤＦ解析結果 

 

 

    

 

ＭＴＥＸはＬａｂｏＴｅｘに比べ、ＯＤＦ解析結果の最大密度が低く、広がりが大きい 

 ＬａｂｏＴｅｘ Ｍａｘ：７４．６４      ＭＴＥＸ Ｍａｘ：１８．６７ 

 

 

極点図のα範囲を変えた場合のＯＤＦ解析結果を調べてみました。 

 

 ＭＴＥＸとＬａｂｏＴｅｘの方位密度が大きく異なるのは、ＯＤＦ図の広がりによる。 

 

 入力極点図は、ＬａｂｏＴｅｘによるＴＤ－ｓｐｌｉｔＶＦ＝１０％ 

 

 

   ２０１９年０１月２７日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 
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α＝０－＞８５ 

 

 

 

 

 

 



α＝０―＞８０ 

 

 

 

 

 



α＝１５―＞９０ 

 

 

 

 



α＝２０―＞９０ 

 

 

 



 


